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内
で
の
北
斎
美
術
館
の
開
館
を
希
望
し
て
い

た
と
い
い
ま
す
。
平
成
５
年
に
急
逝
さ
れ
た

際
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
散
逸
を
惜
し
ん

だ
遺
族
が
故
モ
ー
ス
氏
の
意
向
や
区
の
美
術

館
計
画
へ
理
解
を
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
総

数
６
０
０
点
近
い
所
蔵
資
料
を
墨
田
区
へ
一

括
し
て
譲
り
渡
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の
貴
重
な
資
料
が
美
術
館
に
保
有
さ
れ
る
こ

と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
総
数
約
１
５
０
０
件
の
北
斎
作

品
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
数
々
が
揃
う
す
み
だ
北
斎
美
術
館
の
概

要
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
新
し
さ
を
取
り
入
れ
た
点
が
大
き
な
特
徴

で
す
。
近
未
来
的
な
デ
ザ
イ
ン
な
が
ら
も
、

建
物
は
ス
リ
ッ
ト
で
分
割
さ
れ
、
訪
れ
た
人

は
隣
接
す
る
緑
町
公
園
や
地
域
の
ど
こ
か
ら

で
も
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
出
来
る
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
の
建
物
見
学
会
の
際
に
、
見
学
し
た

来
場
者
か
ら
は
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
へ
の
驚
き

の
声
や
公
園
と
つ
な
が
る
開
放
的
な
構
造
に

つ
い
て
の
評
判
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

◆
開
館
、
注
目
の
展
示

　
開
館
記
念
展
と
し
て
「
北
斎
の
帰
還
―
隅

田
川
両
岸
景
色
図
巻
と
名
品
展
」（
仮
）
を

開
催
予
定
で
す
。
展
示
の
目
玉
と
な
る
の
は

「
隅
田
川
両
岸
景
色
図
巻
」
で
す
。
北
斎
が

隅
田
川
周
辺
の
景
色
を
詳
細
に
描
い
た
作
品

で
、
壮
年
期
の
傑
作
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
明
治
期
よ
り
１
０
０
年
以
上
も

の
間
、
所
在
不
明
と
さ
れ
て
い
た
幻
の
肉
筆

画
で
す
。

　
図
巻
は
長
さ
約
７
メ
ー
ト
ル
の
作
品
で
、

両
国
橋
や
吾
妻
橋
を
中
心
に
隅
田
川
両
岸
の

風
景
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
ほ
か
、遊
郭・吉

原
の
室
内
の
様
子
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
開
館
記
念
展
の
後
に
も
、
最
新
の
調
査
研

究
に
基
づ
き
な
が
ら
、
北
斎
を
中
心
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
多
彩
で
魅
力
あ
る
企

画
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
常
に
北
斎
の
さ
ま

ざ
ま
な
作
品
に
出
会
え
る
の
も
大
き
な
楽
し

み
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

◆
常
設
展
示

　
常
設
展
示
室
で
は
、
北
斎
と
す
み
だ
の
関

わ
り
、
生
誕
か
ら
晩
年
ま
で
の
生
涯
、
そ
し

て
年
代
ご
と
の
代
表
作
（
高
精
細
レ
プ
リ

カ
）
等
が
紹
介
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
展
示
方
法
に
つ
い
て
も
工
夫
が
施
さ
れ
ま

す
。例
え
ば
、映
像
端
末
を
使
っ
て
知
識
を
深

◆
斬
新
な
外
観
デ
ザ
イ
ン

　
最
初
に
来
館
し
て
驚
く
の
が
、
美
術
館
の

斬
新
な
外
観
で
す
。
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
で
覆
わ

れ
た
外
壁
に
は
、
下
町
の
風
景
が
映
り
込
み
、

圧
迫
感
を
与
え
ず
周
辺
の
ま
ち
に
溶
け
込
む

よ
う
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
斎
の
作
風
の

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
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す
み
だ
北
斎
美
術
館
の
み
ど
こ
ろ
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン

スリットの入った建物はどの方向からも建物に入ることが出来る

6月に行われた建
物見学会には多く
の人が参加した

近隣の保育園
児を対象に行
われたワーク
ショップ。北
斎の塗り絵を
楽しんだ

多くの支援者に支えられている
「すみだ北斎美術館」

田区では、平成26年度より「すみだ北斎美術館」寄
付キャンペーンを実施しています。「すみだ北斎美術

館」を通じて、墨田区をより元気にしたいと考え、また、
北斎とつながる“アート”や“ものづくり”を通じ、地域
での新しい交流の創出やまちの活性化の実現、情報発信と
いった新たな取組に対し「墨田区北斎基金」を設置し、キ
ャンペーンが行われてきました。また、キャンペーンの一
環としてふるさと納税による寄付も募集されました。
　その結果、多くの支援者の協力が得られ、現在「墨田区北
斎基金」には目標額５億円に対し、約４億5000万円もの寄
付が集まっています。これら寄付金は、美術館の建設、開
館後の展覧会事業などの充実のために活用されます。

墨

常設展示室では、生誕から晩年までの
北斎の生涯に沿って、年代ごとの代表
作やすみだの関わりが紹介される
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の
建
設
地
が
墨
田
区
に
決
定
し
た
こ
と
を
契

機
に
、「
墨
田
区
基
本
計
画
」
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
明
示
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
、
設
計
の
見
直
し
や
財
政
面
等

の
影
響
を
受
け
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
が

発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
、
こ

の
度
の
美
術
館
の
開
館
に
至
り
ま
し
た
。

　
す
み
だ
北
斎
美
術
館
で
は
第
一
級
の
作
品

を
数
多
く
収
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
特
筆
す
べ

き
も
の
と
し
て
、
世
界
有
数
の
北
斎
作
品
収

集
家
で
あ
り
研
究
家
の
故
ピ
ー
タ
ー
・
モ
ー

ス
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
日
本
の
北
斎
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
る
故
楢
崎
宗
重
氏
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
故
ピ
ー
タ
ー
・
モ
ー
ス
氏
は
日
本
国

　
す
み
だ
北
斎
美
術
館
は
、
平
成
28
年
11
月

の
開
館
に
向
け
着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
美
術
館
の
建
物
は
既
に
同
年
４
月
28
日

に
し
ゅ
ん
工
し
て
お
り
、
６
月
に
は
内
覧
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
12
日
に
は
地
元

の
区
民
の
人
を
対
象
に
、
18
日
と
19
日
の
２

日
間
は
一
般
の
人
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
建

物
見
学
会
が
行
わ
れ
、
あ
わ
せ
て
２
０
０
０

名
を
超
え
る
人
が
来
場
し
、
開
館
へ
の
期
待

の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
、
葛
飾
北
斎
の
美
術
館
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
平
成
元
年
に
構
想
が
始
ま
り
、

平
成
６
年
に
は
北
斎
の
作
品
や
資
料
を
展
示

す
る
美
術
館
開
設
に
向
け
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

検
証
や
計
画
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
18
年
３
月
に
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

平
成
28
年
11
月
22
日
、
墨
田
区
亀
沢
に
「
す
み
だ
北
斎
美
術
館
」
が
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

世
界
の
偉
大
な
芸
術
家
「
葛
飾
北
斎
」
の
生
誕
地
で
の
美
術
館
の
開
館
に
、

区
内
外
の
人
だ
け
で
な
く
多
く
の
北
斎
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
、
待
ち
に
待
っ
た
開
館
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
記
事
で
は
、
す
み
だ
北
斎
美
術
館
の
み
ど
こ
ろ
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

９
月
23
日
の
葛
飾
北
斎
生
誕
日
に
合
わ
せ
て
開
始
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

「
隅
田
川 

森
羅
万
象 

墨
に
夢
」
な
ど
の
情
報
を
取
り
上
げ
ま
す
。

「
す
み
だ
北
斎
美
術
館
」開
館
間
近

開
館
間
近
！
す
み
だ
北
斎
美
術
館

　
　〜
帰
って
き
た

　セ
カ
イ
の
北
斎
〜
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内
で
の
北
斎
美
術
館
の
開
館
を
希
望
し
て
い

た
と
い
い
ま
す
。
平
成
５
年
に
急
逝
さ
れ
た

際
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
散
逸
を
惜
し
ん

だ
遺
族
が
故
モ
ー
ス
氏
の
意
向
や
区
の
美
術

館
計
画
へ
理
解
を
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
総

数
６
０
０
点
近
い
所
蔵
資
料
を
墨
田
区
へ
一

括
し
て
譲
り
渡
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の
貴
重
な
資
料
が
美
術
館
に
保
有
さ
れ
る
こ

と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
総
数
約
１
５
０
０
件
の
北
斎
作

品
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
数
々
が
揃
う
す
み
だ
北
斎
美
術
館
の
概

要
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
新
し
さ
を
取
り
入
れ
た
点
が
大
き
な
特
徴

で
す
。
近
未
来
的
な
デ
ザ
イ
ン
な
が
ら
も
、

建
物
は
ス
リ
ッ
ト
で
分
割
さ
れ
、
訪
れ
た
人

は
隣
接
す
る
緑
町
公
園
や
地
域
の
ど
こ
か
ら

で
も
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
出
来
る
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
の
建
物
見
学
会
の
際
に
、
見
学
し
た

来
場
者
か
ら
は
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
へ
の
驚
き

の
声
や
公
園
と
つ
な
が
る
開
放
的
な
構
造
に

つ
い
て
の
評
判
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

◆
開
館
、
注
目
の
展
示

　
開
館
記
念
展
と
し
て
「
北
斎
の
帰
還
―
隅

田
川
両
岸
景
色
図
巻
と
名
品
展
」（
仮
）
を

開
催
予
定
で
す
。
展
示
の
目
玉
と
な
る
の
は

「
隅
田
川
両
岸
景
色
図
巻
」
で
す
。
北
斎
が

隅
田
川
周
辺
の
景
色
を
詳
細
に
描
い
た
作
品

で
、
壮
年
期
の
傑
作
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
明
治
期
よ
り
１
０
０
年
以
上
も

の
間
、
所
在
不
明
と
さ
れ
て
い
た
幻
の
肉
筆

画
で
す
。

　
図
巻
は
長
さ
約
７
メ
ー
ト
ル
の
作
品
で
、

両
国
橋
や
吾
妻
橋
を
中
心
に
隅
田
川
両
岸
の

風
景
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
ほ
か
、遊
郭・吉

原
の
室
内
の
様
子
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
開
館
記
念
展
の
後
に
も
、
最
新
の
調
査
研

究
に
基
づ
き
な
が
ら
、
北
斎
を
中
心
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
多
彩
で
魅
力
あ
る
企

画
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
常
に
北
斎
の
さ
ま

ざ
ま
な
作
品
に
出
会
え
る
の
も
大
き
な
楽
し

み
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

◆
常
設
展
示

　
常
設
展
示
室
で
は
、
北
斎
と
す
み
だ
の
関

わ
り
、
生
誕
か
ら
晩
年
ま
で
の
生
涯
、
そ
し

て
年
代
ご
と
の
代
表
作
（
高
精
細
レ
プ
リ

カ
）
等
が
紹
介
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
展
示
方
法
に
つ
い
て
も
工
夫
が
施
さ
れ
ま

す
。例
え
ば
、映
像
端
末
を
使
っ
て
知
識
を
深

◆
斬
新
な
外
観
デ
ザ
イ
ン

　
最
初
に
来
館
し
て
驚
く
の
が
、
美
術
館
の

斬
新
な
外
観
で
す
。
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
で
覆
わ

れ
た
外
壁
に
は
、
下
町
の
風
景
が
映
り
込
み
、

圧
迫
感
を
与
え
ず
周
辺
の
ま
ち
に
溶
け
込
む

よ
う
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
斎
の
作
風
の

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
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す
み
だ
北
斎
美
術
館
の
み
ど
こ
ろ
、コ
レ
ク
シ
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ン

スリットの入った建物はどの方向からも建物に入ることが出来る

6月に行われた建
物見学会には多く
の人が参加した

近隣の保育園
児を対象に行
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斎の塗り絵を
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内
で
の
北
斎
美
術
館
の
開
館
を
希
望
し
て
い

た
と
い
い
ま
す
。
平
成
５
年
に
急
逝
さ
れ
た

際
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
散
逸
を
惜
し
ん

だ
遺
族
が
故
モ
ー
ス
氏
の
意
向
や
区
の
美
術

館
計
画
へ
理
解
を
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
総

数
６
０
０
点
近
い
所
蔵
資
料
を
墨
田
区
へ
一

括
し
て
譲
り
渡
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の
貴
重
な
資
料
が
美
術
館
に
保
有
さ
れ
る
こ

と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
総
数
約
１
５
０
０
件
の
北
斎
作

品
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
数
々
が
揃
う
す
み
だ
北
斎
美
術
館
の
概

要
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
新
し
さ
を
取
り
入
れ
た
点
が
大
き
な
特
徴

で
す
。
近
未
来
的
な
デ
ザ
イ
ン
な
が
ら
も
、

建
物
は
ス
リ
ッ
ト
で
分
割
さ
れ
、
訪
れ
た
人

は
隣
接
す
る
緑
町
公
園
や
地
域
の
ど
こ
か
ら

で
も
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
出
来
る
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
の
建
物
見
学
会
の
際
に
、
見
学
し
た

来
場
者
か
ら
は
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
へ
の
驚
き

の
声
や
公
園
と
つ
な
が
る
開
放
的
な
構
造
に

つ
い
て
の
評
判
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

◆
開
館
、
注
目
の
展
示

　
開
館
記
念
展
と
し
て
「
北
斎
の
帰
還
―
隅

田
川
両
岸
景
色
図
巻
と
名
品
展
」（
仮
）
を

開
催
予
定
で
す
。
展
示
の
目
玉
と
な
る
の
は

「
隅
田
川
両
岸
景
色
図
巻
」
で
す
。
北
斎
が

隅
田
川
周
辺
の
景
色
を
詳
細
に
描
い
た
作
品

で
、
壮
年
期
の
傑
作
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
明
治
期
よ
り
１
０
０
年
以
上
も

の
間
、
所
在
不
明
と
さ
れ
て
い
た
幻
の
肉
筆

画
で
す
。

　
図
巻
は
長
さ
約
７
メ
ー
ト
ル
の
作
品
で
、

両
国
橋
や
吾
妻
橋
を
中
心
に
隅
田
川
両
岸
の

風
景
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
ほ
か
、遊
郭・吉

原
の
室
内
の
様
子
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
開
館
記
念
展
の
後
に
も
、
最
新
の
調
査
研

究
に
基
づ
き
な
が
ら
、
北
斎
を
中
心
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
多
彩
で
魅
力
あ
る
企

画
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
常
に
北
斎
の
さ
ま

ざ
ま
な
作
品
に
出
会
え
る
の
も
大
き
な
楽
し

み
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

◆
常
設
展
示

　
常
設
展
示
室
で
は
、
北
斎
と
す
み
だ
の
関

わ
り
、
生
誕
か
ら
晩
年
ま
で
の
生
涯
、
そ
し

て
年
代
ご
と
の
代
表
作
（
高
精
細
レ
プ
リ

カ
）
等
が
紹
介
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
展
示
方
法
に
つ
い
て
も
工
夫
が
施
さ
れ
ま

す
。例
え
ば
、映
像
端
末
を
使
っ
て
知
識
を
深

◆
斬
新
な
外
観
デ
ザ
イ
ン

　
最
初
に
来
館
し
て
驚
く
の
が
、
美
術
館
の

斬
新
な
外
観
で
す
。
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
で
覆
わ

れ
た
外
壁
に
は
、
下
町
の
風
景
が
映
り
込
み
、

圧
迫
感
を
与
え
ず
周
辺
の
ま
ち
に
溶
け
込
む

よ
う
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
斎
の
作
風
の

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な

墨田区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

す
み
だ
北
斎
美
術
館
の
み
ど
こ
ろ
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン

スリットの入った建物はどの方向からも建物に入ることが出来る

6月に行われた建
物見学会には多く
の人が参加した

近隣の保育園
児を対象に行
われたワーク
ショップ。北
斎の塗り絵を
楽しんだ

多くの支援者に支えられている
「すみだ北斎美術館」

田区では、平成26年度より「すみだ北斎美術館」寄
付キャンペーンを実施しています。「すみだ北斎美術

館」を通じて、墨田区をより元気にしたいと考え、また、
北斎とつながる“アート”や“ものづくり”を通じ、地域
での新しい交流の創出やまちの活性化の実現、情報発信と
いった新たな取組に対し「墨田区北斎基金」を設置し、キ
ャンペーンが行われてきました。また、キャンペーンの一
環としてふるさと納税による寄付も募集されました。
　その結果、多くの支援者の協力が得られ、現在「墨田区北
斎基金」には目標額５億円に対し、約４億5000万円もの寄
付が集まっています。これら寄付金は、美術館の建設、開
館後の展覧会事業などの充実のために活用されます。

墨

常設展示室では、生誕から晩年までの
北斎の生涯に沿って、年代ごとの代表
作やすみだの関わりが紹介される
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の
建
設
地
が
墨
田
区
に
決
定
し
た
こ
と
を
契

機
に
、「
墨
田
区
基
本
計
画
」
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
明
示
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
、
設
計
の
見
直
し
や
財
政
面
等

の
影
響
を
受
け
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
が

発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
、
こ

の
度
の
美
術
館
の
開
館
に
至
り
ま
し
た
。

　
す
み
だ
北
斎
美
術
館
で
は
第
一
級
の
作
品

を
数
多
く
収
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
特
筆
す
べ

き
も
の
と
し
て
、
世
界
有
数
の
北
斎
作
品
収

集
家
で
あ
り
研
究
家
の
故
ピ
ー
タ
ー
・
モ
ー

ス
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
日
本
の
北
斎
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
る
故
楢
崎
宗
重
氏
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
故
ピ
ー
タ
ー
・
モ
ー
ス
氏
は
日
本
国

　
す
み
だ
北
斎
美
術
館
は
、
平
成
28
年
11
月

の
開
館
に
向
け
着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
美
術
館
の
建
物
は
既
に
同
年
４
月
28
日

に
し
ゅ
ん
工
し
て
お
り
、
６
月
に
は
内
覧
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
12
日
に
は
地
元

の
区
民
の
人
を
対
象
に
、
18
日
と
19
日
の
２

日
間
は
一
般
の
人
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
建

物
見
学
会
が
行
わ
れ
、
あ
わ
せ
て
２
０
０
０

名
を
超
え
る
人
が
来
場
し
、
開
館
へ
の
期
待

の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
、
葛
飾
北
斎
の
美
術
館
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
平
成
元
年
に
構
想
が
始
ま
り
、

平
成
６
年
に
は
北
斎
の
作
品
や
資
料
を
展
示

す
る
美
術
館
開
設
に
向
け
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

検
証
や
計
画
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
18
年
３
月
に
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

平
成
28
年
11
月
22
日
、
墨
田
区
亀
沢
に
「
す
み
だ
北
斎
美
術
館
」
が
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

世
界
の
偉
大
な
芸
術
家
「
葛
飾
北
斎
」
の
生
誕
地
で
の
美
術
館
の
開
館
に
、

区
内
外
の
人
だ
け
で
な
く
多
く
の
北
斎
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
、
待
ち
に
待
っ
た
開
館
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
記
事
で
は
、
す
み
だ
北
斎
美
術
館
の
み
ど
こ
ろ
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

９
月
23
日
の
葛
飾
北
斎
生
誕
日
に
合
わ
せ
て
開
始
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

「
隅
田
川 

森
羅
万
象 

墨
に
夢
」
な
ど
の
情
報
を
取
り
上
げ
ま
す
。

「
す
み
だ
北
斎
美
術
館
」開
館
間
近

開
館
間
近
！
す
み
だ
北
斎
美
術
館

　
　〜
帰
って
き
た

　セ
カ
イ
の
北
斎
〜
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施
設
や
オ
フ
ィ
ス
、
病
院
な
ど
が
建
ち
並
ん

で
お
り
、
学
問
や
商
業
、
業
務
の
拠
点
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
エ
リ
ア
で

は
、
中
野
区
役
所
の
新
庁
舎
が
中
野
駅
北
口

か
ら
移
転
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
野
四
季
の
都
市
の
東
側
に
は
、
現
在
の

中
野
区
役
所
や
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
が
建
ち
並

ん
で
い
ま
す
。
昭
和
48
年
に
開
業
し
た
中
野

サ
ン
プ
ラ
ザ
は
、
ホ
テ
ル
や
結
婚
式
場
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
様
々
な
機
能

を
持
ち
、
開
業
当
時
は
画
期
的
な
文
化
複
合

施
設
で
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
と
し
て

も
広
く
知
ら
れ
、
積
極
的
に
海
外
か
ら
来
日

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
と

し
て
受
け
入
れ
る
な
ど
、
若
者
た
ち
か
ら
の

多
数
の
支
持
を
得
ま
し
た
。

　
再
開
発
が
進
み
、
い
ま
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
る
中
野
駅
周
辺
地
域
。
同
駅
の
北
口
で

は
、
平
成
13
年
ま
で
警
察
学
校
等
で
使
用
さ

れ
て
き
た
跡
地
を
含
む
約
16
万
８
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
も
の
エ
リ
ア
「
中
野
四
季
の
都

市
」
が
再
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
エ
リ
ア
の
中
央
部
に
は
、
そ
の
敷
地

面
積
が
約
１
万
５
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
に

も
な
る
中
野
四
季
の
森
公
園
が
あ
り
、
都
市

の
中
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
、
人
々
が
木
陰
や

芝
生
で
く
つ
ろ
い
だ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
噴

水
で
遊
ぶ
な
ど
、
人
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
園
の
西
側
に
は
明
治

大
学
や
帝
京
平
成
大
学
、
早
稲
田
大
学
中
野

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
と
い
っ
た
大
学

施
設
が
、
そ
の
ほ
か
公
園
の
周
囲
に
は
商
業

区
役
所
や
中
野
の
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
・
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
が
あ
る
中
野
駅
北
口
で
は
い
ま
、

大
規
模
な
再
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
区
の
中
心
と
し
て
文
化
や
情
報
を
発
信
し
て
き
た
こ
の
地
域
は
、

「
中
野
四
季
の
都ま

市ち

」
と
し
て
整
備
が
進
み
、
平
成
24
年
に
は
み
ど
り
豊
か
な
中
野
四
季
の
森
公
園
が
誕
生
し
、

ま
ち
の
オ
ア
シ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
の
歴
史
あ
る
ま
ち
の
魅
力
と
新
し
い
都
市
と
し
て
の
魅
力
。

未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
中
野
の
、
新
た
な
魅
力
や
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
に
ふ
れ
る

ま
ち
歩
き
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

中
野
の
今
と
昔
を
散
歩
し
よ
う

　
　〜
中
野
四
季
の
都ま

市ち

を
中
心
と
し
た
ま
ち
歩
き
で
歴
史
に
ふ
れ
る
〜

ま
ち
づ
く
り
が
進
む
最
新
の
中
野
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北野神社にある力石。
かつて力石を用いた
力試しは、重い石を
持ち上げることによ
って一人前として社
会に認められた、地
域の若者にとっての
通過儀礼であった

中野駅北口に広がる中野四季の森公園。平成
24年に誕生した再開発地域「中野四季の都市
（まち）」の中心にあり、休日には家族連れやジ
ョギングなどのスポーツをする人々で賑わう

4「隅田川 森羅万象 墨に夢」のロゴマ
ーク。秋からのイベントが楽しみだ

　
平
成
28
年
７
月
11
日
に
は
、
美
術
館
の
近

隣
保
育
園
の
園
児
を
対
象
に
、
開
館
前
の
１

階
講
座
室
が
当
日
限
定
で
開
放
さ
れ
、
北
斎

作
品
に
塗
り
絵
を
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
に
北
斎
及
び
美
術
館
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
用
意

さ
れ
た
「
冨
獄
三
十
六
景
　
凱
風
快
晴
（
通

称
：
赤
富
士
）」
の
塗
り
絵
に
、
園
児
た
ち

は
思
い
思
い
の
色
を
塗
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
今
後
、
美
術
館
で
は
北
斎
や
江
戸
時
代
の

す
み
だ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
講
座
、
こ
ど

め
た
り
、『
北
斎
漫
画
』の
特
定
の
ペ
ー
ジ
だ

け
を
展
示
す
る
の
で
な
く
、
同
端
末
を
活
用

し
て
全
体
的
な
ペ
ー
ジ
内
容
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
い
っ
た
点
で
す
。
来
館
者
が
北

斎
そ
の
人
や
作
品
に
対
し
て
持
つ
興
味
に
応

え
た
り
、
見
て
、
触
れ
て
、
体
感
で
き
る
よ

う
な
、
い
わ
ば
博
物
館
的
要
素
が
含
ま
れ
た

展
示
内
容
も
予
定
さ
れ
、
気
軽
に
北
斎
の
作

品
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
講
座

　
す
み
だ
北
斎
美
術
館
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
講
座
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
学
校
へ

の
作
品
（
レ
プ
リ
カ
）
の
貸
し
出
し
な
ど
、

教
育
普
及
、
文
化
・
創
造
活
動
の
支
援
を
行

う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
北
斎
や
門
人
の
作
品
、
北
斎
と
す

　
区
内
で
は
、
11
月
の
美
術
館
開
館
に
向
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
企
画
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
６
月
19
日
に
は
、
区
立
錦
糸
公

園
で
「
す
み
だ
北
斎
美
術
館
開
館
記
念
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
「
区
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
と
「
緑
と
花
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

あ
わ
せ
て
22
名
に
よ
り
、
縦
２
・
３
メ
ー
ト

ル
、
横
５
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
フ
ラ
ワ
ー
ア

ー
ト
「
冨
獄
三
十
六
景
　
凱
風
快
晴
」
が
再

現
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
注
目
を
集
め
る

の
が
、
葛
飾
北
斎
生
誕
日
の
９
月
23
日
よ
り

２
ヶ
月
間
実
施
さ
れ
る
「
隅
田
川 

森
羅
万

象 

墨
に
夢
」
で
す
。
す
み
だ
北
斎
美
術
館

の
開
館
を
一
つ
の
契
機
に
、
地
域
の
魅
力
を

発
見
し
、
楽
し
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
活
動

を
生
み
出
す
人
た
ち
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
内
容
は
、
北
斎
や
隅
田
川
を
始
め
と
す
る

み
だ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
活
動

の
拠
点
と
し
て
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
研
究
成
果
が
、
企
画
展
や
講

座
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
を
通
じ
て
広

く
発
信
さ
れ
る
予
定
で
す
。

墨
田
区
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
企
画
、
区

民
が
主
体
的
に
関
わ
る
独
創
的
な
取
組
が
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
選
定
さ
れ
た

38
の
企
画
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
秋

に
は
区
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
区
内
に
は
、
す
み
だ
北
斎
美
術
館
の
ほ
か

に
、
江
戸
東
京
博
物
館
を
始
め
と
す
る
十
数

ヵ
所
の
博
物
館
、
墨
田
区
の
産
業
や
文
化
に

関
連
す
る
製
品
、
道
具
、
文
献
・
資
料
な
ど

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示
さ
れ
る
「
小
さ
な

博
物
館
（
３
Ｍ
）」、
す
み
だ
水
族
館
、
企
業

の
博
物
館
な
ど
多
く
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
気
候
も
良
く
な
る
芸
術
の
秋
に
あ
わ
せ

て
区
内
の
美
術
館
・

博
物
館
巡
り

を
す
る
の
も

楽
し
い
で
し

ょ
う
。

墨田区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

今
後
の
展
望
、開
催
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介

冨嶽三十六景
神奈川沖浪裏

冨嶽三十六景　山下白雨

桜花に鷹

北斎漫画

コレクションの一部 （北斎作品は全て墨田区蔵）
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